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日本匪工学治療学会  

兼用国学術大会壷開催  
7満室を増‾床   

日東庭土草梅漬尊台（学資埋草長一：当院  

叫l附理事長1曲調耶嘩学術大金（尭会長：  

当院の米川硬度さが北緯達夫華学術女流畿僅 

旺おいて間借菌艶麗し監ヰ   

東亜軌 五月16日中1召日田五日臥重  

囲番地から1研備昔・医師・碧護肺・・囁床工  

草拭七・企業の開備昔専84野卑が垂加しま  

した戸   

車一耳に「さ毎なる珊凰蓉掲げた大金で  

は、体外碍痴・晶子ソト屯碑漉によ祖治療  

など明す府廣凍駐役立つ、数多く中腰感滞徳  

田軒諦が行軒抽盛会となりました中   

型防がお匿頗す愚生国境滞船医拳藍乱昨  

二帝劇日奉アワェレ中耳学舎導師大乱 日本人  

工漉辞学舎大会、アタせ落部乗車に続き、本  

車も∴東学粥度会痘咄忠昭廃母国日本気胸■  

♯胞世辞壌席学監第ユ0回日本低現置学会給  

費と経費皇サ痴  

当職恥堂荷室を個室とす電工華畢昨年  

各月か色麻年計眉まで行．い、全周密心願兎「  

丑病毒斬個室で塵額鹿野卜科を→切徴収し牡  

叫帝院と、なゥてい草す＝諷窺軸22床ありま  

す廓i韻床砲た軌．親臨鹿お待ちいただミニ  

左折ぁりまこし熱 

エ田聴視鹿少しでも辞摘す番た如こ、エ田  

鹿許可盈儲咋個掌中墓を増席す竜三如こなり  

ま‾し鞋争   

堵座す忍病岳超、他の皇と囲療主こ′柑アプ  

リー仕様醇浣面・‾トイい鮨革．辞一体雅夫た  

ユニットが設備垂軋竜播か、電話・テレビi  

冷蔵庫背部傭洩劇闇塙崩應す。   

工事札束煉4階勒帯革特薦垂や西棟瓢牌  

碍甘ビ」冊一酪を改修す恵もので、宇月F巳  

駐寄茸L∴約1如月で終了し羞甘中瀬干而群  

青竿が蘇生し草すが．事故野督し埴う1こ細心  

の任意で工事をす助て蓋いり尭す仕   

′‾ゝ  

′■ヽ  
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摘鮭介シリープ指酎7回  

人工腰潜・辟盾・麿伝子爵療研究所   

札幌北掩嘩睡癖一瑠由東森鹿常備駄鞄鞄貯弼膵摩して畔嘩舟で宙ずもL・掛「研  

究面缶株軌 Lでい愚こ出ですi直蜘嘩歩ほ塾球面恕軋臆す上 白備癖盛儀賑葡L  

い技師暫時中丸恥番たぬに駄≡動物実験恕ど毎雀弛蜘王胤そ押野堂埋草弔詞嘩鷹  

政敵軌番必寿があ野ます。嘩国権笥研究所梅概要牽瑚升b東軋  

摘蛸嘩癖l■  

札幌北椴病鹿西備中一階嘩北側甚「人工  

獅翠・聴革・耗幸子蹄確軒尭和田Å切口  

が地牒壊す摺器Ⅰ．ヨ。萄噌恕許は＝『拍心有」  
トに葺けち・払てい毒す．．一瑚・ま堰碍子癖罪 

華で轟暫■、もぅ一彗蛙動物億劫垂管す．。と  

も旺溝蔭荘墟密あ申、通常、閤帝者以外仕  

入範ませ嵐  

ち漣腐千野聴申出Lて、複♯な帝気の旗国  

督振るた鞄由研究も行ウています．   

三乱酔らは、肝臓も腎臓も寒くなる前  

に、その原画になる遺伝子を取サ除を、た  

申、痛覚の進行杏お古える遺構子を導Å  

す番綽寮が可能躍庵巧かも・しれません力ま  

だまだ許Lいこと掛たくさんありまサが、  

基礎蘭庵研究敵地道龍儲け魯ことが蜜覇で  

青完   

研究者牡都塵由班丸りにも十分注意を粗  

い、作業｝町照装で外に出鼻こ七は単にら  

軋ています．  

王遺伝甜群集】   

遺市子研究垂剰まどんなニ・とを符りでい  

番の暫Lよ桑 亡専某剖。例割ゴ、白血病の  

患者さん甜ための薬静聴碩篠鼎唐肝癌よし  

で、せ」ばLば貴い肺韓など吐かか古こ起が  

あります∴庖者凄ん頑血液からあ包かじめ  

と埠用したリンパ味－などを遺借手擁稚で薬  

物に抵抗力再あるも印に変えて虎tに培養  

L．白血球が辣世七億と蕃荘患者さんに虜  

してあげるこよにより合併癌を避けること  

がで宙衷す－ また、患者さん甫血液粗欺か  

■■ヽ   

用地僕験室1   

それでは動物素懐凛摩闇何軒行わ拙てい  

鼻申でしょう・壬写真ヨ㌔ 耳こ刊まラット田  

ような小動物からウサギ、モルモリト．′、  

ムス費－の他、ブタやピーグル未が飼育卓  

乱てい草すぐ写革机それぞれの来観の目  

的により音便用す‾恕動物が億ばれます。ラダ  

ト恕ど町小串な動物躇．主任啓備呵畢碇用  

いられていま・仁一般旺、辞櫨府ために楠  草葉一旦  
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置や人工血管などの効果を調べるた捌こ一問  

いられています。これらの人工物はヒト項  

身体と適合するかどうかが間鹿になりてい  

ますが、まず来庁酎こ患昔さんに用い盾前■に  

動物を用いてモの適合性や転生他について  

Lらべることがで産ます中   

退伝子を廠‾ぅ研究室とは別の意味で、こ  

の実験蕃畦太費ゃす。動物を飼育すること  

は多売な‾労力■が必要です。専任の飼育係の  

方がいて動物再管理を行っていただいてい  

ます。加えて、当院の研＿究施設は一般の患  

者さんが出入りす各玄関に壊しています。  

何よりも動物のにおいや鳴声が患者さんの  

迷惑にならないように配直する必要があり  

ます中厳重な備昔装置や排気孔臆盤備■に心  

掛けて設計されています。  

写＃一旦  

出蕃血た肝臓や腎臓は、時限辟涯宜韻凛埴  

細胞が構軋て．も畔や帝樟旺味見なくノ額甲 

ます．こ蝕も府♯韓が卓ももサ患よ凱に特  

殊蔑辞碓軒血如ち「保存液jが能筆き放て  

きま♭缶。こ野研究竃で性」さ■らに賃盾高  

t√－保福漁港端廃す呑た払由実挨を行りてい  

ます。   

また、鮮幹が藤撒き九恵簡は、これ泰  

雄臓Lようといぅ免疫力す憩わち「拒龍居  

応Jが起きます曹与れ車神泉巷こと節で替  

る薬が「免疫抑制剤」密す古壷盛唐かり副  

作用のない免疫抑制剤摩周贋滑頂ことは，  

♯埴患者さんに左せで未替額面碗廓・あ牡生  

す－ このような典宙別件報療どを調べるた  

路に．い覆い魯な動物碍辞溝老君ル直っ  

くって栗験しています。   

未申プダなどの大き塔動軌ま，斯い、砦  

′■  

I．最後麗】   

現喪、札幌堰簡覇暁に持参《偲大学か  

転研噛庭が束もれてい生す．掛搭時間が提  

卸せ恵磯卑称凋を倒いて、こ軋ちの謳伝一半  

研究垂畢単科軍硬膏で嘲力的に研究蓉垂  

れでいます虹ひとり一人助発想や蘭力によ  

申．轟くの患者さ‾んに刺す番成果が畢れ春  

研究所であやてほLいと思います。．許尭所  

には二A申菓♯袖手がいます中津口∴熱心  

に手伝っ耳いた軽いでい壷すが、＝人府存  

在がわ軋ね払卸轟忙鹿仕♯め巾セも．研究が  

蕪削ナ・ら恥最長瀬野琴由です．   

普段、日旺骨患エとが密巷ない研究所で  

す軌・今錬も夢く嘩患苛さんのために後に  

丑づ研究をめざして日凍野力してい卓たい  

と患っています．  

r－   

特定l監痺法人北棟舎   

人工勝春・移植・遺梅子醜姪軒事前  

所 長 玉置．播   

写真－4  
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ひ亡くち巣篭≠モー亡＃軸珊7～  

身近な野菜たち ⑥ ☆ピーマン☆  

ピーマンはビタミンA〔β一カロチン）、C、Eの抗酸化トリオがバランスよく台車れる便秀野菜です。  

圏注目の葉書■◎  

■■I   

荘コ  

事書ヰ日のおかす、何にす古？■軽社  
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が克た毎■日に無蓋蟄激減甘幡幽艶．と辞敵  

軌サてい感度息翫怨鞄巾憾も‾闇ぉぼ増嶺」  

と■乱革埼町堀㌔   

卦鞍を茸笹眉・唖が苛っ・て草軋葡軌跡草野其  

草把厘瑠璃豆．酔計旛車挨拶簡催羞譜囁師という  

こ逝が分か愚。｛馳染蕗壷ふ格密作粛の如t A聴が  

菅冊聴菓に既婚吋た力酔嶺ち 同じ：仕幸をL習いで  

屯愛滞軸いいA、捲っで亜軒過ぎ亭ふ一博應だi   

青いユ、ニホ【創こ肯い帽子．サ吋／ト旺長い  

白虎を羽織った軸廓中うて善転こ中腰  

蹄町人は羊蹄重野看護肺患んだ こ吼研絹櫛  

華背勒什事岸凋を麿儒Lていたら私町有hやゥ  

て曹て「もう歩け尋よき・括確った血です払」と  

声恕掛け料九た鐘彙いて丁克え」とだけ返事し  

たら「超大事に」と首相て行七てしまりた．丁モ  

うだ手術時前のFにいろい与と説明に来てくれ  

た蕃疎肺さ血だユ肝心な人を忘れていた。   

モ鞄観も鹿から改へと通り過ぎ乱外尊から  

私鉛思い薫かない様鼻助仕事があ局ことが分か  

る．私たちと常に向き合¢てい呑ん私達碍H  

に廃れ億申せこ苺で働く人‡あらた掛てそ軋ぞ  

軋の九がそ九ぞ軋由専門的な接術崖出Lて、病  

気密泡す如、うーう鉛目標府た如こ動いでいる  

申だ出際仁茫：。   

軌厨印せ歩いて、盲肝墓紐舟常在。こ鴎痢院  

㊥中背一重きれいで一♯篠山、軋の過当の奇計  

師きんが脅慧て着た．  

「兼濫帯封こ紆やてきた申です軒？」と，肝か軒  

喪‘少♭考免官から「■．い戦骨日は社費礫僻硝  

聴許面貌」起憶ぇ鮎  

晦熟殻体調狩捷鍵具沓新患鹿取返暁仰臥が逝  

い♯が弾掛乱．く担敢弓・揖湖聴許嘩仲間嘩顔を思  

い出も監毒  蝶亮   

味飽宜  
手折も捧出如蜘相よ引己な迅皇．轟轍に繭  

鰐鞄中春懲歩する辛がU課になった。  

病院に畦大鹿松雄物部ニウぬ甘1骨頂間値働す  

＿廉廉F㊥蛭Lに由惑ロビーせ顔恕柿抱す恕 こ  

こl、lモの病院のいわばメインスト：J－トでいろ  

爪革翠鱒草野行革張軒郵卜租サ過軒旦鱒貝印す  

邸たか憩，母野丸酢逆嵐な性格蓉bてど丸な仕  

♯転錘中宮厨諒恕恕密封態せ藩邸がをすも魔L  

いせこ僻鹿艶御意餉感剋且工藤一惑拙訣速力  

ー 甘い憩ぃ．琳見泊好暫恕を紺を潜革春草だ草「う  
私だ針毎喋顧嘩こ垂嘩嘩軒村費掛かもL乱世  

－㌔  

動物卿密封膏凄療一番雪組嘘エプロLンF恵Lで  

もt鼻血が章た童こ乱疎開趣いな酎】1施科外患を  

拘当♭刑場申だ冬至．歩箇か鞋息伊サ宅㌢骨  

耳尻＃下が誓言、旺三億かぜ嘩巷L草う聴解り  

蕃卦L飢、1乱書聖女工塵藩護輌護ん由蒙嵩は  
小春恕了一世卓ふがたく重んいて、恕雑観一日な 

どは軸弗当春作尊家韓守ピタユタ声鞋ふか忙出  

軸ナ苺のだろう脅楽Lい整い声軒聞五泉キ害そ  

与磨こ  

庶卸側から化粧をばしづと牡観葉馨轟割こ  

■  

標な束ね方だ．早足に歩き、－告サーと舶をま望  
十ぐ見て歩く．足下を見魯と幸丸いなj靴酔わ短  

にはなんだか庇がうすい．たぷん外科系何者葎  

師きみだ∴ベチラシ古いう閣賜郡市元て守備  

モう患一ってみていたち歩く骨も．巧監キパキ矛卑  

パキ」と蘭こ克て重た，  

今席題廟廿サトにはち切れんばか凱甫メ菅嘩  

が入りてい愚人がや勺て重た甘奇特ど中人よ暫  

壮社が薄い、まちがいなく卑牛丸った・．ぽか宵㊥  

新人看諌廟さん乾すれ蒔う他痴態眉嘩億眉憎  

ん、鑑托で鞍力咄わず馨執してい訊一盤懸命  

坤して苛っ塵あこが批神経節酋舶こ稚勺た  

如だ連勝卓忙謹聴す患∴酪張ヤ顔靡こ■わ惜って  

いるようだが、モれを見てほほえ空しく私は思  

おず集庵等し凍っ患iでもこ印様子を親御凄ん  



（酎  

磨蕃  停却センター＝ユ′一月   

本年度から身体障密着とし甘釣確定基軸加重正甚軋虚した中一音曲■中で当院で聞い合  

ねせ偶感い「Å工旺円を億用Lてい慰軌 についでお伝えいたします，  

身体障害軍備儲値基準   

視覚障害、帰農・平衡機能臓害、音声・苦  

海・草し甘く偉駈の辟育、肢体不自由、心蘭  

樟龍陣育．じん織機能陣専一呼吸丑樺帯、ヒ  

ト免疫不全ウイル剥こよる免疫確熊障嘗中幕  

柄のいずれかがあ・り革靴ぞ九、定めら軌た基  

準に醸当す・各線合、中南部可能にな堕皇す二。  

今回は人工肛門について瀬伝えいたしまL  

た亡他の障審についても、生たどのよ与な草  

でも襟諌正価し耳ご不明な点性、当博席華情  

報センター偶瀬潤い合せ琶ださい¢  

療養情報センターのご案内  

日印  

入院生贈正如かわ息不安に宙応えいたしま  

す。「こみな事を聞tlT雷も良いのかな？」と  

摩っても皐非一度臨尋ね式ださ転  

場所  

東棟且眉間Ⅰ亡Uの向かい側にあ凋ます。正  

隠忍関前曙階段∴患たはエレベータ巷ご利用  

いただいで2備に上がっでいただく′と日中前  

ですよ  

職員  

病棟抵当拍メデイ‾卦ルパ⊥トナーは石丸一世  

巨資ーに5九舜スタブヲが常虹Lてい蓋す。  

スタ甘す怯廟儀情報に関して専門掛軸識鹿  

枠中ています。  

1．  

人工肛門の施掛＝よる革鹿島埠の改正  

今車では‥ ‥  

下行・＄状結腸のA耳肛門暫作られた方は、  

同時に排泄韓蕃やスト寸前変艦、もL引ま虎■  

♯にいちじるしい闇包んがあ愚聴どに醸当し  

な拝礼ば申請で琶ませんでLた。  
これからは・・・▲  

一九工肛門【脾菅のス1†卑ヨをづ〈った」と  

持う＃だけ偶発件菅申蹄で善ます。  

申請時輔  

今まで措・・・・  

人工肛門宙腸管抑ぜこにつけたの轟1、モ由箇  

所によって巽東っていまLたユ  

これからは・・・・  

腕骨胡ぜこにつ薫っても（横行括聴でも回腸  

でも墨状暗膵でも・どこでも良いといきこと管  

す）人工肛門が韓られた直捷から申簡邸可能  

となりました。   

十   

ニ軋恕屯もよ苓bく■・お硬い射把七度す套  

申請壮割廟「4親」になります。こ乱に  

よカ所特に応じで丸工肛門の姑長町助成亀  

虫弗密通機蘭乗車芦助檎臥また税金の控除  

打鍵番地克患なと職潅億助成抑制酷がありま  

す甲   

その壌眉軒月【半年）たってか軋人工肛  

門申状態によって上位専親tl・－3級1への  

来賓が可艶になります甘  
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療養情報センター職員毎ご抱介   

今回か軋軒謹情報せンぎーの職見のご和介重きせでい  

ただ尊患す¢爵→回目はl病棟㈲粛ディカルパートナー  

寺山朋兼です。   

草生時代1医療車蕗柑勉強をしてい蓋した鈍患者垂  

んとのふれ轟いを多く括屯患blと患bl．窟ヂ軋丸正パー  

トナーとLて却席しまLた¢祝糾ま情熱ないことで患背  

きんからおしかりをいただ春醇を流したこともあ軒立L  

在。勤務Lてもうサギヨ牢爪最近になっで盛観に退院さ  

れて行く愚者重んから、、「ありがと  

諺」の言葉僅中ただ告、き如しくて  

漂を流せるようになゃまLた。  

1病‾棟膀渡り廊下ぬ架昏当た竪＝こ  

あ牒ます帖酎軒坤踊港胸郎こ青虫  

いで皐ます。よ昂Lぐお願いいたL  

ミニ三十．  

′■  

外来詰額担当一覧  

耳  衷  ヰ ホ  壷  土  

半額  ■手練  年節  甲革  午前  ■平準  年前  ■平準  草野  弔草  午申 

唾．轟  
小儀固  車＝叫 ．． 中蟹庫   燕：申   嘩■車 聾・・代   

内  科・－    重■掛 や・梓   本山  
革・・嘩 

樹化＝器鼎   
青 野  ・ 

去＝〔・ 

嘩嘩韓科・  華甲  春 田  肇：再  革＝印．  庫・阻  

貯堰聞科  山・・出  間・ll＿l  周一 山  

川・由  目・諷  

外  港 梱．＝江   甜．田  費・冊   

括護資貯   

鹿  
郭醐陶   ■高構  

威甲  東  恵柵  
商輔  

胎児耕一 野■・出  野・出  儒≡・嘩   誕 肘  軒：出  貯・田  ・東 田 

晦 軸  ロニ  凸  団  

撫 軒 号 狩   ヰ井  卑 井   卑・弗  ヰ井 今井   

隼イ㌢摩  
lユニ野タ  

白＝■崎 ■自 

中：痺  中 絶  

謡口印・北東か屯町醸遺備揺担当いたLます。   



（耶  

委員会のご紹介  

札幌北飽満院では．様々の蕃島台を設け∴安全でよりよい医療凌ご提供出来るよう努  

めています。この巾から今回は研修番長呑の放り組みをご紹介いたします由  

研俸重点会   

医療は驚くような単一身骨進んぜ早ます．  

立た、安生暫よりよい詰襟藩ど与すればご偉  

供奇計封印軋 このこと経常に私達旺与克ら  

れ把癖埴です．   

研修委員会僧」匝滞場長先端帝載簡闇遭  

うなってい唇蒔かをいも早く赴牡した軋職二  

員感．医療按術由向上馴まか古こと替眉的とし  

て、定期的に学習す乱機会貴簡hでいます伝   

札躁北嶺病院に臥一般の病院せはあ蓋■り  

見か拝ない講堂恕設甘青います。  

ここで、定期的に各部署ごとや病院重体  

で、時には地域の開儒者を対倭にLて研修を  

しているのです。  

編集性記：用事が．あって関東地方血出  

かけました。梅雨時さな肺「で血シムシし  

ていまLたぎ帰り瑚待機の中「ただ恒  

ま千歳概暗虹気組は‥・」暗放題で北  

博遁に休んで本当に島軒卓二たと患いまし  

た．少Lでもノ奉許を感七甘い忠だきた臣  

と思い草葉を探す再ですが、どうもうま  

雪い音ませんn轟出超叫ナの時、傑作が撮  

れまLたら是非恕よせください。エルム  

昧皆様仰ご蘇見とご協力で作られてk増  

す．  

腰間・溝田）  

密盛観  
癖鹿内はどこセも禁煙ですか  

固じよミ＝こ禁煙ノとLている他碍  

病院で、一部1喫煙室・査閲等）ば罪ぬでい  

風塵ころもあ甘ます廿声パ耳は、どこでもだ  

ぬ社碍サナ軸  

外来島者さんよ担  

全聞及び敷地内全て禁煙増す  

身パ事は、席丸蛙屯とよ軋摩紺  
♯廷臣＃韓九J叫脊札操北榛痛憤   

誌欄閣沌＝■外科・肝掃・硝化♯．科■り圃腋半月・  

御♯舟りl－児禍・ヰ形相t韓軒・  

麻酔科・・脚掛・薗♯  

任 所：   

軋蠣挿せ有印札鴨¢集仁丁目古♯1骨  
頂ち：虻l柏哺伽11  

下郎≡心l旗朝粥御  

衣 康：地下鰍印聞摘菰出口かち  

劉噛慨世働如摘 

康一且べ」晋三＿帆1膿ヱ〟■■■加血如H柑血月曜   

の人血昭健康被軍を潜よぽすた軌 当院は、  

こ卵巣で段階的に喋組の制限をして書生L  

患i平成招解から陣林見由院内における喫  

煙馨禁止、患者呑んの喫嘩場所も掛匝て．  

本平成1古串1月軸．らは、査輯鹿が敷地内達  

てを重商禁煙す堰ことにLました。  

真鯛中層上ばかりでな宅ヰ駐車場も嶺捷上し、  

唾超塵も撤去Lました氏  


